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幸

田

成

友

を
し
て
之
に
當
ら
し
め
し 

職
せ
6

0

其
の
間
米
切
手

天
明

ニ
年
八
月
慕
府
は
米
切

手
改

Q

仕
法

を

定
め
、後

藤
縫
®
助 

が
、六
年
十
一
月
に
至

6
、同
法

を

廢
北
す

る
と

同
時
に

|1
殿

助
を
敗

改
.の
仕
法
は
兩
度
ま
で
變

M

あ

ぅ
し
も
、

要
す
る
に
縫
殿
肋
の
保

!®
あ
る

米
切
手
を
以
て
正
米

切
手

w

公
認
し
、保
證
を
與

ふ
る

手
數

料
と
し
て
、切
手
買
主
ょ

6

銀

苹
干
：
を
微
收
す
る
を
骨

子

V
J

せ
办

0 

h

空
米
切
乎
市
場
横
行
の
弊
を

@

め
ん
と
宣
言
し
て
本
法
を
發
布
せ
る
慕
皆
が
、未
ぞ

數
命
な
ら
ざ
る
に
之

>

|

.

全
廢
.

す
る
に
至
ぅ
し
は
、果
し
て
如
何
な
る
理
由
に
基
づ
く
か

。

s

f

は
®

に「

差
障
の
筋
有
，之

」

ど
言

ふ
.V

)

雖
も
、吾
人
は

到

底
か
、

る

說

明

を

以

て

滿

足

す

る

，®
は
ざ 

る
な
6

-
 

o
 

•

.米
切
手
改
は
田
沼
主
殿
頭
，意
次
-が
老
中
と
し
て
幕
府
の
全
權
を

振
れ
る

時

代

に

_
定
せ

ら

れ
同
ス
♦

か
解
I

封
を
被
6

し
ょ
々
間
も
無
.

ぐ
廢
t

な
れ
t

所
謂
田
招
時
代
こ
着
そ

-

れ
し
諸
針
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S
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八
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S

以
1

皆
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破
せ
忑
ず
七
い
；̂

不
可
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-

麵
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へ
る
施
政
方
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,

れ
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ヘ̂

れ
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も

f

 

I

大
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I

米
S

改
仕
法

s
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し

V

可
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と
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の
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i

す
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の
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運
命
に

.

は
遭
遇

f

る
べ

し

J

0

は
最

初

本

法

t
發

布

す
る
に 

1 *
^

"

の
I

I

用
し
、本
法
の
實
施
が

.I

I

主
双
方
の
便
宜
た
る
べ
き
を
い
ひ
、
 

w

p

_

m

辦
I

め
し

I

の
手
數
料
は
全
部
鏠
殿
.助
の
所
得

I

り
• 

か〗

,

U 

^

4又

S

加
の
名

.を
以
て
、其
の

 

一
f

 

S

收
納
せ
し

S

あ
I

る
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^

v :
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御
を

I

る
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!

ベ、之
に
ょ
る

願

ズ

の
收
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中
ょ

I

の
冥
加
金

？

納 

f

t

A

こ
ぢ
を

.

>

け
し
で

.
‘

幕
府
の
許
可
を

■

請
へ
:?
)

'

の
願
書

.

本
文
を
得
ざ
る

t

以
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、

植
極
的
の
證
據
を
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_
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'
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切
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吾
人
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縫
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助
の
米
切
手
改
侖
所

設
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擧
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例
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し
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米

切

手

' 

節
三
號 

五
〇

.

の
手
數
料
の
一
部
は
眞
加

と
.
’

し
て
縣
府
に
上
鈉
せ
ら
れ
し
を
信
ず
る
も
の
な 

三
貨
_

戴
_

A M

部
に

「

m

#

s

役
銀
♦

其
外
#

藤
术
,
ヰ
加
印
•鐵
座
眞
鍮
摩
眷
米

«

駄
寶
株
.薪
炭 

屋
棘
，
1

綿
延
賣

'

買
'

株
。上
»

間
犀
株

*

金
鐵
小

®

會
所
ヲ
始
メ
ヘ
ス
ベ
ー
グ
近
年
眞
加
銀
®運
上
銀
等
楚 

出
シ
御
免

n

レ
ア
ジ
、諸
人
迷
惑
ト
ナ
ル

」

と
あ
る

.

も
の
傍
證
ビ
す
べ
し
。
さ
れ
ば
幕
府
は
空
米 

切
手
騸

.

逐
の
美
名
に

©

托
し
て
米
切
手
改
を
始
め
、而
し
て
陰

.

に
自
ら
利
す
る
所
.あ
ら
ん
ど
せ 

し
に
相
違
無
く
、本
法
發
布
の
動
機
に
於
て
旣
に
不
可
な
る
も
の
あ
办
と
い
ふ

'

ベ
し
。

切
手
買
主
ょ

V

縫
'

殿
助
に
納
む
る
手
數
料
は
，結
局
米

.

價
に
加
箅
せ
ら
る
、

'

も
の
マ
し
す
。

故 

に
米
價
は

*

際
の
價
格
に
手
數
料

?:

加
へ
た
る
金
高
：ビ
な
、

&

て
、消
«
考
侧
の
迷
惑
と
な

る

か
、
 

或
は
藏
来
落
札
直
段
が

K

際
の
價
格
ょ

b

手
數
料
を
減

.

じ
た
る
金
高
ビ
な
ぅ
て
、藏
屋
擻
の
速 

惑
と
な
る
か
、ニ
紫
其

•

の
一
，に
出
で
ず
。

；
大
阪
町
奉
行
が
幕
：府
の
旨
を
泰
じ
て
、米
方
年
行
司
を 

戒
め
，S

買
.

等
を
：し

V

印
料
S

 

へ
 

る
は
、適
冷
以
て
本
法
：の
施
行
が

.

米
價
の
平
準
を
破
る
に
至
ら
ん

》

5

を
危
惧
し
、幕
府
自
ち
之 

を
吿
白
せ
る
も
の
ビ
い
ふ
ベ
し
。
本
法
發
布
の
當
初
に
於
て
藏
屋
敷
•員
主
双
方
の
便
宜
た
ら 

ん

v
j

 

S

 

I

る
t

言
は
、此
に

M

.

i

o

て
全
く

®

着
せ
る
に
あ
ら
ず
や
。

■

吾
人
は
史

^
.

本
法
、繼
，續

中

の

米

價

ビ

'A

氣
の
趨
#

^

を
觀
察
し
て
、本
法
の
效
果
如

何

を
訊 

ん
ビ
1

-

天
明
ニ
年
.
は
.五
，：月
ょ
：々

土
用
中
に
至
る

^

で
雨
天
連
績
せ
る
が
爲
、平
年
の
六
步

71
2 

と
傅
へ
ら
れ
米
债
次
第
に
高
ぐ
十
月
に

a

il
h

後
米
旣
に
七
拾
目
を
越
え
し
が

^

三
年
に
〒

▲ 

b
 

>

愈
々
r

く
八

^

目
を
上
！̂

せ
う
。
然
る

-̂

本
年
も
氣
候
順
な
ら
す
、殊
に
セ
，月

七

日

に

は

0
 

相
.山
.の
大
噴
火
あ
う
江
戶
は
白
米
小
寶
直
段
餞
西
文
に
つ

&

上
七
合
•中
八
合

•下

九
合
と
な
う 

大

阪

は

/

月
に
至
ら
肥
後
米
最
高
九
拾
成
办
七
八
分
を
示
せ

.办
。
其
の
後
江
芦
は
一
合
、

大

阪
 

は
五
六
匁
の
下
落

も

あ
う
し
が
、大
勢
は
依
然
高
直
な
办
し
に
、年
末
に
逛
り
米
助
平
改
仕
法

#
 

令
及
び
兩
.替

屋
役

.
金

分

紹
^
•
か
贫
付

1

る
“

|

'

が̂
.

の
發
布
あ
：
&

。
前
囘
に
述
ベ
た
る
如
く
、本
年
の
米
切
手
改
令
は
、去
尔 

發
布
の
同
令
の
隨
意
的

.
な
4

を
改
め

S

制
的
と
し
、壹
石
に

' 

っ
き
銀
，
一
分
の
加
印
料
を
徵
す 

る
、」

ビ
を
®

め
た
る
も
の
な
れ
ば
、十

1

•
月
晦
日

s

x

j

同
令
發
机
以
後
、米
伸
買

0

0

M

M
 

藏
f e
®

§•

科
舉
行

J r

間
の
交
涉
起

Z

り
、翌
月
三
日
は
庚
申
と
て
休
日
な

6

し
が
、四
日
以
後
平 

:
典

一

切

立

會

な

く

、
七

日

、
雨

;#

屋
.跺
金
令
の
發
布
を

見
る
や
、

金
隹
相

«

も
亦
同
日
ょ
り
休
止 

と
な

6

兩
浙
踢
と

.も
漸
く
十
三
日
に

¥
: 

$

て
»

び

立

會

を

開

始

す

る

に

，
辛
；
6

し

？:
以

て

見

れ
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1

ば
，
市

場

の

獅

悔

察

.'する.に
餘
ぁ

6

0
而

名
.立

會

；.開
：始
後
、米
價
：は
.‘次

锻

^
騰
.貴
し
ガ
末
に
は
肥 

後
来
西
六
七
匁
•筑
前
米
九
拾
八

九

匁

i
 

b
，翌
四
年
量

四
日
の
初

相

場
は
肥
後
米
西
拾

# 

威
年

筑
前

米
百

六
七
匁
に
寄
附
き
、

同

1

一
十
七
日
に
は
肥
後
米
百
拾
六
奴

四

五
分
•筑
前
米
百
六 

奴
六
七
分

の
高
泽
を
現
せ

i

t

是
ょ

h

先
大
阪
町
奉

行

所
は
疋
米
及
び
切

手

米

の

質

®
•
圍
持 

を
禁

じ
、
捣
米
屋
6
米

冏

屋

，，の

賣

惜を戒
办
、、
市
民

に
諭
し
て

.粥
を
食
せ
し

V

る
等
、例
に

ょ

り
て
例 

の
如
き
米
憤
調
節
法
を

»

^
し
が
，、遂

に

ニ

月

十一

日

に

至

&
、多
锁
の
石
數
を

M

持
て
る
米
仲 

與
十
六
名
を
捕

«
し
、；
の

_11
持
.高
の
三
分
の 

一'
即
ち
'六
萬
五
千
石
を
一
石
摄
七
拾
圆
に
て
買 

上
げ
、之
を
江
戸
*京
*.
:

大
阪
.三
都
に
分
：配
し
、を
れ
ぞ
れ
原
價
に
て
貧
民
に
賣
下
げ

、又

同
月
十
八
口 

R

は
米
_

他

所
寶

禁
止

の
令
を

布

き
、
大

阪
以
外
に
米
榖
を
賣

-1
±

!

す
を
禁
じ
已
む
を
得
ざ
る
事

情
：あ

ら

ば
、仔
細
を

町
奉

行

所

に

. «

出
で
、其
の

指

®

を
仰
ぐ
ベ
し

ビ

せ
夂

而

し
，て

M

等
の

一
一

.

.

.

.

.

.

.
 

• 

.

.

.

.• 

.

.

.

.

平
i

も
來
懷
調
细
じ
效
あ
り
し
と

:a
ぇ
，御
救
米
の
：拂
下
を
實
施
せ
る
五
月
娘
ょ

i

惯 

は
槪
し
て
下
落
の
趨
勢

i

、而
も
本
年

H

と
の
見

t

て
.八

月十
：.

肥
後
米
九
十 

1.11

冬
：筑
前
米
八
十
；

-

^1:11

一
分
ビ

.な
日
を
經
る
ま
、に下直

V
Uな

h

し
か
ば
、十
月

.に

0 
Ay 

他
所
資
禁
北
の
：令
を
解
げ

t

.

嵇

府

が

铒

び

米

切

手

改

の

仕

法

、を
潑
觅
し
、
一

石

に

つ

一

^

の
^

數
料
の
外
に
、龈
三
分
を
徵
し
て
激
方
仲

i

只
に
與

へ
し
は

»
R

此
の

^

月
な

Ay

天

f^
lL
q
年
十
こ

B

の
牡
舞
相
場
は
肥
後
米
六

.拾
九
匁

•筑
前
米
六
拾
五
匁
マ
し
い
へ
る
安

W

な 

&

し
が

®

五
年
も
天
候
頗
る
順

.な
り
し

^

ば
、八
月
中
旬

»

後
米
六
拾
宮
を
劑
り
、其
の
後
新
米 

=
1つ
る
に
及

.び
て

$ 

:
少
.高
：卞

K

JL
ま
れ
ぅ
。

が
く
米
價
下
落
せ
し
上
に
、當

|1
¥
米
伸
質
等
ば
藏 

:

,

入
.
*
を
爲
す

U

^
:̂
M
:殿
肋

.に
納

付
す
ベ

き

手
.數
料
を
見
込
み
、實
際
の
直
段
ょ

& 
二
三
匁 

>
ぱ
に
入
札
す
る
の
風
な
ム

-し
か
は

*諸
家
の
速
惑
は

.
一
層
甚
だ
し
く
#
つ
で
舊
來
の
借
用
金 

返

• «
を
'滥
滯
し
、銀
主

は

之

t 
M

て
新
規
の

«

付
を
爲
す
を
躊
躇
し
、

»

令
相
待
ち
て
金
融
頗
る 

圆
相
を
觖
く
に
至
れ

.ぅ
、母

^
於

，て
；
德

府

は.十
ニ
月
に
至

5
1大
阪
町
人

R:
用
金
を
命
：じ
、興
の
金 

ti
を
直
ち
に
諸
家
に

ft
付
々
し
め
、利
足
を
七
朱
に
.眼
.

其
の
中
幕

.府
自
ら
一
朱

9
g

m

ゆ(

朱
、沒
の
歌
も
と
と
の
は
：で
.

上
_

の
く
释
、
ド
ヒ
、ン

9
 

f

 

:

ン

 

I

f

人

■は
こ
ま
ろ
下
の

#

、句)

と
め
り
。
.：
を
收
む
る

M

を
吿
け
翌
六
年
六
月
に
至
&
、右
用
金
令
を
諸
國 

の
寺
祉

^|
1
伏
。御
料
表
領
の
贫
姓

.
町
人
.ー
統
上
磷
張
じ
た
卜
。
是
れ
主
殿
®
の
最
後
の
惡
政
に 

し
て
、間
も
な
ぐ
主
殿

®

は
職
を
免
せ
ら
れ
，兩
用
金
令
も
次
い
で

4

-11
:
と
な
れ
り
。

米
偾
の
高
下
を
生
ず
，：る
第

.

r

 

.

の
原
因
は
®

凶
の
.如
何
即
ち
生
産
額
の
多
寒
に
ょ
る
こ

 

'
辯 

i

待
^

#

ん
雖
も
.

人
爲
'

的
に
.米
價

の
高

下
^:
»

節
又
：は
助
：提
じ
得
べ

&
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も
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ら
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■ 

r-y.

、
米
切
手
改
が
天
.明

ニ
年
の

末
よ
り

吗
年
に

跨
る

.大
•

暴
騰
に

.

際

」

、如
何
が
.る

，
響
を
與 

广

し
力
ー

就
い
て
は
”

.

に
適
確
な
る
記
事
を
發
見
せ
す
ビ
雖
も
、恐
ら
く
は

,*

貴
の
S

勢
を
め 

畏
せ

し
な
る
ベ

ぐ
、
又

四
年
の
末
よ
ぅ
藏

米
入

札
庶
段
の
.下
落
に

影
嚮
す
る

所

あ
6

し

は
、
上
文 

の
，記
事
に
て
明
白

?

o

同
，檨
な
る
米
切
手
改
が
米
價
騰
貴
の
場
合
；に
は

.

騰
貴
の
趨
勢
を
肋 

長
し
、下
落
の
場
合
に
は
下
落

の
«

勢
を
.

助
長
す
ビ
言
は

V

、事
甚
だ
矛
盾
せ
る
が
如
く
な
る

も

.
 

騰
落
の
主
因
は
”
に
存
し
騰
落
は
い

、つ

れ
R

せ
よ
其

の

勢
を
助
長
す
る
も
の
な
り
ビ
解
釋
せ 

ん
に
は
、敢
ペ
て
不
可

.な
.：

か
る
べ
し
。

最
初

.

に
い
へ
る
が
如
く
、鏠
殿
肋
に
戈
拂
ふ
べ
き
手
數
料 

は
«

直
段
の
中
に
合
咬
し
む

る
か
、貢
直

段
の
中

.

よ
り
減

す

る
.か

よ
i

に
途
な

ぐ
、
騰
貴
の
場 

命

.に

は

前

翁

ど

な
6

下
落

の

場

合

に
は
後
客
.ビ

な
6

し

と

信

せ

ら
る

*
な
り
。

，
力
く
の
如
く

.
米
切
手
改
仕
法
は
徒
に
市
場
を
榄
飢
し
、米
價
騰
落
の
趨
勢
を
助
畏
す
る
も
の 

な
り
ビ
せ
ば
假
令
幕
府
は
之
に
よ

&

て
莽
千
の
收
入
を
增
加
す
る
を
得
た

6

.
ビ
す
る
も
、之
を 

廢
止
：す
べ
き
は
當
然
な

&

と
言
は
い
る
べ
か
ら
ず
。
幕

.

.府
が
議
障
の

.
筋
有
レ
之」

ど
稱
し
、田
.沼
主

殿
霞
失
祉
の
後
數
月
な

6

ず
し
て
、本
法
廢
止
の
觸
書
あ

ク

し
は
、蓋
し
如
上
の
理
由
に
基
づ
け 

る
な
る
ベ
し
。

.
 

,

卜
大
阪
町
奉
行
所
は
米
切
手
改
廢
止

.の
縣
命
を
傅
ふ
る
ビ
同
時
に
、向
後
若
し
切
手
米
に
つ

& 

故

障
起
ら
ば
、月
番

:0
,
奉
行
所
に
出
訴
す
ベ
ぐ
、吟
味
の
上

.沙
汰
に
及
ぶ
べ
し

^

い
a
し
が
、實
際 

は
訴

»

事
件

.を

1

; :

切
：_

®
iI
:
o
l溯
.中
と
し
、寬
政
七
年

(：

一八1.

四y

に
至

.
b
、凡
て
月

^

返
濟
を
命
じ
、特 

に
諸

.家
に
嚴
達
し
て
出
米
を
脑
滯
す
る
：

乙

^
無
か
ら
し
め
た
う
。

:

天
明
六
年
よ
办
翌

'年
に
一
旦

.れ
る
米

®

‘騰
貴
は

'
子
四
年
の

.
•騰
貴
よ

b J

層
甚
だ
し

く

、
江
月
は 

七
年
五
月
に
入
う
、金

;兩
に
一
一
斗
四
五
升

よ

P
 

一
，j.

斗
ニ
升
ビ
な

>9

>

一
 

斗
八
九
升
と
な
办

、
白

米 

d

責
ま
段
は

.錢
百
奴
：
.に：つ
き

'
«合
五
勺

'よ

$

K
合
と
な

b

e
大
阪
は：

六
月
上
句
肥
.後
米
百
九 

拾
目
•
•筑
前
米
：百

七

拾

七

匁

ど

な

5
、兩

地

と
も

窮
民
.の
暴
行
起
.ヶ
、官
民
共
に
百
方
米
價
引
下
の 

手

段

を

_
.せ
し
が
、遥
等
：.は
：本
間
題
に
直
接

0
.關
係
無
き
仝
以
て
省
略
に
從
ふ
ベ
し

。
.

天
明
の
大
鱗

11

後
.

各
.
it

に
開
發
せ
ら
れ
た
る

r

田
の
多
か
し
ヒ
、豐作
の
連
噴
せ
る
ビ

R

 

よ
P

て
オ
穀「

海
內
.

に
充
滿」

し
Hr
R

旱
損
水
害
あ
，う
て
，米
‘

價
騰
.

貴
.

す
ど
離
、®
.

時
R

し
て
復
J

の 

如
•

く
下
落
せ
ゝ
。

.

，是
k

於
て
幕
.

府
は
.

米
價
釣
"

上
の
：
一
宇
段
，a

し
で
^

化
三
■

年
C

1

A

Q

S

十

|

月 

及
び
同
七
年
十
一
月
を
：以
て
大
阪
町
人
に
買

.

米
を
.

命
じ
た
_

り
。
.

尤

も

；
第

：
|
,
囘
0

買
.

米
ゆ
翌
年

. 

諸
國
に
風
水
害
知
う
て
米
惯
騰
貴
せ
し
が
爲
、資
挪
を
許

3

れ
、別
條
な
く
結
了
せ
し
が

®

ニ
囘 

备汁ニ
-^
^

 

^

 

手
.‘：
 

、第
3

鄉

五

五
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十
I
s 

S六四r

 

.論

說

来

，切
手

 

望

號

五

六
 

のi
只
米
は

一

佝
米

®

を
引
立

.

Q

る

R

¥
;ら
ず
、文
化
七
年
十
一

|

月

仕

舞

相

場

肥

後

米

五

^

八
奴 

五
'分
•筑
前
米
五
拾

$
匁
、翌
A
年
十
一

f 

H
仕
舞
御
欺

®

後
米
六
拾

*

な
五
分
。筑
前
米
六

’拾

0
匁 

w

' S

へ
る
有
様
な

b
.け
れ
ば
、貴

.持
米
は
未
だ
賣
拂
を
許
さ
れ
ず
、再
び
薪
年
を
迎
へ
，て
文

ft
九 

今
と

‘な
れ

6
。
然
る

..に
へ
本
年
も
亦
豐
熟
な
6

し
が
ば
、慕
府
は
十
月
に

'至

b
、諸
家
本
年
の
江
戶 

大
阪
廻

.米
高
を
例
年
船

|
|

|
1

|
|

_
^

の

二

分

減v
j

し
、其
の
ニ
.分
は
國
許

.に

て

籾

®

と
爲 

す
べ
し

V
J

命
じ
、又
十
，

1
T

月
：H

日
前

R

K
米
：を
命
じ
た
る
町
人
に
對
し

IE
米
圍
を
爲
す
ベ
し
と 

論
、じ
，教

し

之

を

不

便

と

：せ
：ば
、石
數
に
應
；じ

一

石

に

っ

き

五

拾

四

匁

-:
分

Lo
f |

他
^
_
|
を
上 

0

せ
よ
、さ
す

れ
ば
、其
の
銀
额
を
以
て
公
儀
に
て
正
米
を

'質
上
ぐ
ベ
し
ビ
申
波
し
た
り
。

抑
丨 

幕
府
が
質
米
を
命
ず
る
所
以
は
、市
場
に
堆
積
せ
る

'米
高
を
減
少
し
、之

^
.
よ
り
て
米
價
を
騰
貴 

せ
.し
め
ん
と
す
る
に
あ

b
、諸
家

it
廻
米
ニ
分
減
を
命
じ

^

る
も
之
に

.外
な
ら
ざ
る
な
ぅ
。
此 

の
趣
旨
ょ

4

ず
れ
ば
、買
米
を
命
せ
ら
れ

^

る
町
人
等
が
、空
米
切
手
を
差
出
し
て
買
米
に
立 

.て
た

p

a

ば
、空
米
切

.手
は

.

.諸
藏
屋

»
,に
'
:て
_隨
意
に

.發
行
。し

得

る

も

の

な
化

ば
、何
十
萬
石
之 

を
質
入
れ

^
キ
ビ
て
、正

.米
直
段
を
引
上
ぐ
る
に
足
ら
，ず
。

さ

れ
ば
本
年
领
古
长
買
皆
の
!̂
特
絲 

^
ガ
傅
て

^
:
4
^
?
し
<"
靡
下
种
从
5
加
«
に
際
し
、質
主
に
命
じ
寶
主
た
る
仲
買
の
辱
號

*名
前

*代
银
*月
日

_

i i

画

1

_

_

1 1
| |

.

れ
6

と
せ
す
页

R

JH

米

圍

若

し

く

は

代

鈒

細

を

命

ず

る

に

至

ぅ

し

な

•

.文

.化
七

年

の

貢

米

，承

.認

は

 

'9
S 

?
>
'
融
谢

§
十
如
师
は
胂
二
十
萬
兩

M 

ニ 

i

f
と
す

f

.
 

oし

- 

…

不

免

ぜ

-
^

港
yl
:3
十
五
说
石
す
な
り
ず
®
ず
に
て
貝
入
れ
た
れ
ば

こ
そ
•其
の

#

管
に
.

手
數
を
要
せ
ざ
れ
、

之

!?
:
:J
E

米
に

®

ひ
旧
水
雛

•火

雛
又
は
：鼠

.

害
を
防
ぐ
に
足
る
丈
の
準
備
を
爲
す
は
、非
常
の
事
と

“
シ
は
ざ
る
へ；R 

f
t'
fe
に
適

常
の
建
物
あ
り
で
す
る
も
、其
の
藏
«
料
又
正
米
運
般
.に
要
す
る

伸
仕
；の
：賃
銀
も
少
々
に
あ
ら
ず
。
.
故
に
從
來
新
古
米
の
質
替
に
損
失
を
被
れ
る
員
持
町
入
は 

績
今
と
し
て
代
銀
難
を
願
出
で
た
り

,0
.

;.

、

ヰ

:: 
'
藤
府
が
正
米
園
を
命
せ
し

_は
、之
に
ょ

ぅ
て

空
，
:^
切
手
を
驅
逐
せ
ん
ど
欲
し
た
る
な

b

o
空 

米
切
手
發
行
が
藏

«

.敷

:0
:不
年
手
段
な
る
は
勿
論
な

が
ら
、強

いV

之
產
究
す
れ
ば
、藏
屋
敷 

の
*
度
ビ

a

る
を
以
て
、正

.米
幽
を
不
便
と
す
る
渚

R
代
鈒

鈉

を
爲
す
を
許
し
、圆
滿
の
中
に
藏 

M

激

の

；

正
手
段
を
匡
：正
し
，又

右

代

飯
を

以

て

古
米
を
買
入

れ
、古

米

震

の
特
に
下

直

：
^

B 

る
を
防
ぎ
、以
て
買
持
町
人
の
新
古
貢
#
に
ょ
る
掼
失
を
幾
分
な
減
せ
ん
ビ
欲
し
た
る
な

第
十
二
饴

(

ー；：六
五

)

諭

說

米

切

平

第
.三
號
：

芄
七

.



.第
十
二
怨

(

三山ハ
3

論

E

米
.
切
'
#
. 

, 

S

1

城 

五八

る
ベ
し
。
然
る
に
買
持
町
人
の
大
多
數
が
正
米
目
，を
迷
惑
ヾ

」

し
て
代
銀
鈉
を
願
出
づ
る
に
及 

R

事
豫
期
に
反
ず

.と
，雜
も
、今

®

'

之
を
拒
む
能
は
^
：れ
ば
、右
振
額
の
請
取
'方
を
掛
屋
鴻
池
屋
善 

右
衛

§
!
>米

屋

.平
右
；衛

門

兩

各

算

命

じ

た

る

に

、請
：取
.銀
高
ニ 
S

目
'

と

い
へ
る

見
込
な
り
け
れ 

ば
»
名
は
か

 

> る

大

银

を

«*
箅

の
上
請
取
る
こ
と
も
保
管
す
る
こ
ビ
も
到
底
不
可
能
な
&
と 

僻
退
に
及

び

、
又
代

0
納

を
願
出
で
た
る
町

A
等
は
、•取

引

あ
る
雨
#
屋
に
對
し

'

時
に
正
銀
を 

取
付
：け
た
れ
ば

、il
l

M
tt
:

絕
じ
、上
下
の
速
惑

*

だ
し
く
、正
米
園

{:
ょ
—

て
腐
：'か
る
べ
き
米
惯
は 

代
銀
納
に
ょ

$

て
、却
つ

.て
，下

.，落
す
る

1:
绝
れ
ト

0 

:
文
化
九
年

I

雜
中

s

S

十
年
春
：望

i

I

し
く
は
班
米
園
ぃ
の
分
を

そ

れ

ぐ 

釋
定

.し
て
、一
段

«

と

な
'り
し
が
、米
惯
は
依
然
ビ
し
て
安
直
を
繼
續
甘

6
。
七
月

^

府
は
、̂
衣 

以
上
の
諸
候
に
對
し
、大

.阪
迴
米
高
を
去
年
の
一
，半

2

|

|

^

|

^

^

|

:

¥
 

V」

し
、一
半 

を
國
：許
に

V

圍
級

'ビ
な

_

し
め
、圆

©
高
ね
應
衫
て
拜
借
备

^̂ 

し

い

a
、次
い
で
海 

石
.，以
下

.の
大
阪
廻
米
高
を
，文

化

七

又

。
九
三
牟
間
の
：迴
米
带
均
高
に
超
；ゆ

る
こ

と

無
か
ら
し 

め
、又
經

.

米
即
ち
藏
米
に
あ
ら
ざ
る

S

米
の
登
高
を
之
に
準
せ
し
め
、安
治
川

ロ
 

•木
雜
川

ロ

•及 

び
天
滿
橋
靜

R
番
所
：を(

設
け
、入

律

船

舶

を
檢
考
し
て
積
登
石
數

.の

制
限

を
'

超
ゆ
る
を
防
ぎ
、以

て
米
價
の
引
揚
を
企

v

^::

ヶ
。
-

I 

:
 

. 

! 

: 

• 

.

.

.

.

.
 

: 

• 

.

.

.

.

.

.

ォ
米
霞
の
多
少
か
：

^

價
に

fe
響
す
る
は
論
な
し

と

紙

も
、制
限
■令

に

ょ

る
有
来
高
の

S

少
は

«

の
減
少
に
あ
ら
で
相
場
一
た
び
騰
貴
甘
ば
、諸
家
の

11
1

籾
の
市
場
に
出

J1
す
べ
き
こ
ヾ
し
明
ら 

か
.な

6
。
.
故
.に
將
來
の
.騰
貴
を
豫
想
し
て
見
込
買
を
爲
す
菩
無
く
ズ
札
は
單
に
日
用
米
に
止 

:;
!
>相
場
を

1

か
す
に

^
.ら
ず
、況
や

®

府
は
圃

«

高
に
應
じ
て
諸
侯
に

fi
#
，く
ベ
§
佥
額
約
六 

十
跑
南
を
ば
大
阪
町
人
ょ

&
上
幽
せ
し
め
ん
と
し
た
れ
ば

rt
?
況
全
く
沈

«

し
，芝

居

•
料

理

屋

は 

來
客
な
：く
し
て
業
を
休
：み
、
. »

_替
屋

•の
閉
店
す
る
も
の

«

軒
に
，
及
.
a
た
り
。

一

方
に
は

廻

米

高 

を
制
限
し
て
米
價
引
揚
■を
策

し
、
一
方
に
は
用
金
令
を

發

し
て
金
薪
の

—

滯
を
來
す
、矛
盾
も
亦 

甚
だ
し
と
い
ふ
ベ
し

>
.-:
«
方
老
分
附
村
屋
喜
右

.衛

.門
*伊
勢
屋

'武
助

.

.等
が
町

.泰

行

所

ょ

'ぅ

米

直
 

段
' 引
立

.
0
:仕
法
を
諮
間
せ
ぷ
れ
ん
し
時

-r
t
r中
用
余
に
て

&

.

i
な
レ
、米
切
手
入
替
等
出

.
來

.

.
難 

く
已
む
を
得
ず
し
て
下
落
し
た
る
な
れ
ば

•此
の
點
に
つ
き
寬
大
な
る
御

‘處
置
無

§

限

K
V
X氣 

弓
立
た
す
相
場
騰
貴
せ
ざ
る
ベ

.しv
j

答
へ
た
る
は
、知
言
と
い
ふ
ベ
し
。

さ

れ
' ば
，官

M

に
て
も

. 

鑑
み
る
所
あ
ぅ
、米
方
雨
替
屋
に

A
替
資

金

四
萬
兩
を
貨
與
し
、又
諸
'家

*

米
■を
落
札
‘せ
る
仲
質 

中
希
ま
者
に
，落
札
石
高
千
，.石
に
つ
& 

..
銀
六
實
_

を
.貸
與
：し
け
..'
れ

ば
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'月
；仕
舞
栩
場
は
肥
：後
米
七
十
三
匁
五
分

•書
米
六
十
五
匁
，ビ
な
れ

b
p
: 

■

•
例
.年
十
一
一

' 月
に
於
け
る
諸
藏
の
有
米
高
合

«

を
離
年
米
高
ヾ

」

Lr
ふ
。.文
化
八
年
は
越
年
米 

高

5

西

四

十

；

一
」

チ

四

西

俵

®

米
二
分
減
令
の
發
布
ぁ
り
し
九
年
は

.三
W

貳
拾
四
莴
脚
千
四 

西
懷
、同
十
年
は
廻
米

.，高

前

年

の

半

減

と

な
.
'り
し
に
も
拘
ら
す
、

«

百
六
萬
八
千
五
拾
俵
な

.

&

き
、
 

故
に
翌
十

一

年
に
免
：る
も
、米

11
は
去
冬
壮
舞
相
場
に
比
し
ニ
三
奴
の
高
下
バ
過
ぎ
ざ
り
し
が
、
 

同
年
 

一

j

月
筑
後
久
留
米
藏
攀
敷
に
於

^

出
来
を
ホ
止
す
る
に
反
び
、市
場

J-

方
な
ら
す
動
搖
せ 

b
o
:同
藏
米
切
手
を
所
有
せ
る

^
共

^:
訴
訟
に

.及

.び
た
る

'石
高
は

'約
七
翦
石
に
し
て
、其
の
外 

未
だ
訴

®

に
、及

ば

ざ

：
る

も

：
の
、

を
：：

も

加

ふ

れ.ば
不
拂
切

.手
の
石
高
合
：計
四
拾
貳
萬
石
と

S

は
れ 

た

K
v
b 

.
然
る
に
町
奉
行
は
本
件
を
內
濟
に
付
せ
ん
ヾ

」

欲
し

¥

府
に
上

_

せ
ざ

0

け
れ
ば
'人
心 

•益
'*

疑
惑
を
生

.じ

.他
藩
の

*
切
宇
も
亦
筑
後
藏
米
切
手
の
如
く
な
る
ベ
，し
ビ

.唱
へ
、米
切
手
の
通 

用
を
妨
ぐ
る
も

の
少
.か
.ら
ざ
 

ぅ
き
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f

筑
後
藏
は
不
狒
切
手
發
®
の
責
任
を
立
入
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鐡 

屋
庄
，助

.池
田
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倂
兵
衛

|兩
人
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せ
し
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の
責
任
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筑
後
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ぁ
る
乙

W

相
違
無
け
れ
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屋
敷
役
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切
手
所
有
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と

^

判
し
、切
手
米
百
石
に
つ
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十
七
石
三
斗
三
升
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合

S

勺
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才
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代
銀
に
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支
拂
ひ
獲
額
を
本
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よ
彡
向
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十
ケ
年
賦

K

し
，每
.年
四
石
三
斗
三
升
三
合
三

勺

三
才

を
支
拂
ひ
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後
に
至
ぅ
元
米
よ

I

過
せ
る
四
石
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子
中
に
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入
れ
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子
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明
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ニ
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十
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ヶ
年
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元
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石
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翌
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石
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升

三

合
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拂
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濟
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條
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せ

り
。
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し
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前
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賀
藏
屋
敷
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米

切

手
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行
の
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の
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f

十
；
石
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れ
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檣
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。
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翌
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藏
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落
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梨
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。
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懲
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落
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仕
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翌
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.
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。
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手
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を
知
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斥
せ
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爲
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種

.
1冷
の
手
段
を
梂
り 

し
も
、文
化
の
末
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至
る
ま
で
遂
に
一
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び
も
成
功
せ
ざ

P
しV

J

い
ふ
べ
く
、其
の
後
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別
に 

何

等

.0

手
段
を
講
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る
こ
ど
も
無
く
し
.て
明
治
維
新
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な
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3

れ
ば
空
米
.切
手
の
依
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J

し
て
#

せ
し
こ

W

は
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明
治
四
年
四
月
四
日
諸
藩
に
米
切
手
の
廢
止
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命
せ
る
太
政
官
逮
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以
て
知
る
ベ
し
。
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日
く
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ぬ
來
諸
藩
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テ
歲
入
ノ
米
榖
賣
却
ノ
節
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：米
，切
手
ト
唱
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、米
券
ヲ 

製
、
シ
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貝
候
向
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有
ゾ
之
趣
、然
.V

處
會
計
窮
迫
ノ
餘
、

一

時
ノ
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ヲ
以
、蓄
積
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■米
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高
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適
實

セ
ズ
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米
切
手
ヲ
製
出
シ
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エ

融
通
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塞
ノ
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ト
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右
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條
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條
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券
に
關
ず
る
行
爲
を
以
て
絕
對
的
商
行
爲
と
な
す
然
る 

に
商
法
は
商
業
證
券
の
意
_
を
定
め
ざ
る
が
故
]®
m
證 

券
と
は
如
啊
な
る
證
券
を
云
ふ
か
又
商
業
,
券
に
關
す 

る
行
爲
ビ
は
如
何
で
る
行
爲
を
云
ふ
か
に
付
§
て
疑
を 

生
す
我
國
，の
學
省
は
商
業
着
券
ど
は
其
性
質
上
商
取
引 

の
目
的
介
る
に
逾
す
る
有
價
證
券
を
云
ふ
と
か
或
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價
證
券
中
商
業
.上
.商

品

と

し

て

取?]
せ
ら
る
ゝ
こ
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す

る
も
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を
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す
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該

當
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獨
逸
學
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前
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す

る

點R

あ.る
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然

れ
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介
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又
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憤
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又
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